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Ⅰ．はじめに

⾼齢者看護を実践する場合，看護を⾏う側が⾼齢者に

対してどのような感情を抱いているかということが，そ

の⼼理や姿勢に影響すると考えられる．学⽣は，それま

での経験や⾒聞した知識によって構成された感情を⾼齢

者に対して持つだろうが，それは，⾼齢者をよく理解し

た上で形成されているとは限らない．

世代が⼤きくかけ離れ，⾼齢者との接触が少ない家族

形態を持つ学⽣に対して，⽼年看護学では⾼齢者理解に

向けた様々な⼯夫が⾒られる
1)2)3)4)5)6)7)8)9)10)

．その中でも

⾼齢者理解の初期段階として，⾼齢者疑似体験による教

育実践の報告ではいくつかの学習効果が挙げられている．

その効果は，⾼齢者の⾝体的な特徴についての実体験を

⾏うことで⾝体的特徴への理解が深まるだけでなく，⾼

齢者の⼼理や⾃⼰の⾼齢者像へ気づきが及ぶことであ

る
1)2)3)4)

．さらに，被援助者と援助者体験の両⽅を相互的

に体験することによって，ケアをされる⽴場の⼼理や介

護家族の負担感への思慮など学⽣の考察が深まることも

報告されている
5)
．このように，⾼齢者に対する情緒的

な理解が深まることによって，⾼齢者に対する肯定的な

解釈が増え
6)
，⾼齢者看護を担う⼈材育成に体験学習は

その効果が期待できる．

本学の⽼年看護学においても，学⽣の⾼齢者理解に向

けて⾼齢者疑似体験，杖歩⾏疑似体験，⽚⿇痺がある場

合を想定したベッドからの⾞椅⼦移乗についての体験学

習をこれまで⾏ってきた．平成15年度の体験学習ではあ

らたに，⽼年看護学実習で学⽣の理解が不⾜していると

感じられたリハビリテーション期の清拭と義⻭を使⽤す

る⼈への援助の２種の体験学習を加え，５種の組み合わ

せで体験学習を実施した．このような体験学習の取り組

みについて評価した報告はみあたらない．そこで本稿で

は，平成15年度に実施した体験学習の学習効果と課題に

ついて検討した結果を報告する．

Ⅱ．⽬的

本学で実施した⾼齢者理解に向けた体験学習の学習効

果を検討すること，および，⾼齢者理解を深める今後の

教育課題を探ること．

Ⅲ．体験学習の実施⽅法

１．体験学習実施の⽬的

１）学⽣が⾼齢者を主体的にとらえ理解を深めること

ができる

２）学⽣が援助側と被援助側の双⽅の⽴場から⾼齢者

看護をとらえられる視点を養う

３）学⽣が⾼齢者看護に向けた新しい気づきを得られる

２．対象

平成15年度２年次⽣82名（⽼⼈看護学概論30時間履修

中の学⽣）
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３．期間

平成15年11⽉14⽇∼12⽉19⽇

⽼⼈看護学概論内の３コマ（６時間）

４．学習項⽬と学習⽬標

体験する学習項⽬は次の①∼⑤に設定した．①⾼齢者

疑似体験（膝関節硬化と変形の体験装具，視界体験眼鏡，

⽚⿇痺体験装具，重錘バンドを使⽤），②杖歩⾏疑似体験

と杖歩⾏の援助（多種類の杖と歩⾏補助具を使⽤），③⾞

椅⼦を利⽤して⾼齢者をベッドから移動・移乗する援助

（⾞椅⼦とベッドを使⽤），④リハビリテーション期に

ある⾼齢者への清拭（清拭⽤具⼀式，⼊浴剤，⽪膚保護

ローションを使⽤），⑤義⻭を使⽤している⾼齢者への

援助（有床総義⻭上下，⻭列モデル，義⻭⽤ブラシ，義

⻭洗浄⽤容器，義⻭洗浄剤を使⽤）．

学習項⽬ごとに設定した学習⽬標を表１に⼀覧した．

学⽣⾃⾝における⽬標への⾃⼰評価は，すべての体験学

習が終了した後にレポートにまとめ提出させた．

５．実施⽅法

対象となる82名を41名ずつの２グループ（A，B）に分

け，41名ずつ体験学習を実施した．体験学習の実施スケ

ジュールは表２のとおりである．また，各体験学習の進

⾏と時間配分については表３に⼀覧を⺬した．各表中の

①∼⑤は，体験学習項⽬の番号と対応している．また，

授業時間内に充分な体験が⾏えなかった場合には，授業

時間外に教員が体験学習の指導に当たることを説明した．

６．体験学習実施における学⽣の安全性の確保

⾼齢者疑似体験装具，⽚⿇痺体験装具については，装

具着⽤により通常の動きが困難になることが予測された．

学⽣に転倒などによる事故の可能性がある点を考慮して，

体験学習は段差のない安全な環境で実施した．また，学

⽣には，重⼼の変化による転倒の可能性をデモンスト

レーション実施時に説明し，学⽣⾃⾝が安全に体験学習

を進⾏できるように注意を促した．

また，杖歩⾏疑似体験では，杖の正しい使い⽅として，

⾝⻑に合わせた杖の⻑さや持ち⽅を学習する．この時，

学⽣は⽐較対照として正しくない⻑さや使い⽅を合わせ

て体験するため，これが事故につながる可能性が予測さ

れた．これについては，杖の⻑さが適正でない場合は，

段差のない場所でのみ体験するように徹底した．さらに

杖を使⽤した階段の昇降については，正しい使い⽅をし

た場合においても転落などの危険が予測されたため，必

ず教員が１名は付き添うことを条件として⾏った．

Ⅳ．評価⽅法

１．対象および⽅法

体験学習を受講した学⽣82名を対象とした．全体験の

学習終了時に授業評価を⽬的として作成した⾃記式質問

紙を配布し，約１ヵ⽉間の留め置きとした．倫理的配慮

として，調査⽬的と⽅法，学⽣個⼈の⼈権擁護の観点か

ら匿名性，プライバシー保護，調査への参加については

⾃由意志の尊重を⾏うこと，調査参加による不利益がな

いことを説明し協⼒を依頼した．回収には，回収箱を設

置した．
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表１ 学習項⽬ごとに設定した学習⽬標



⽼年看護学における⾼齢者理解に向けた体験学習の効果と課題 43

表２ 体験学習の実施スケジュール

表３ 体験学習の進⾏と時間配分



２．評価項⽬および測定⽅法

今回の体験学習における学習⽬標の達成を確認するた

めに，分析には，以下の１）から３）の項⽬および測定

⽅法を⽤いた．

１）「学習⽬標についての理解の程度」として９つの質問

項⽬について「かなり理解できた」，「まあ理解できた」，

「あまり理解できなかった」，「まったく理解できな

かった」の４段階の回答選択肢を設け，⾃分の気持ち

に⼀番近い番号に⼀つだけ○をつける⽅法で測定した．

２）「体験学習の時間および学習項⽬への満⾜度」として，

それぞれ「不満」，「どちらかといえば不満」，「どちら

かといえば満⾜」，「満⾜」の４段階の回答選択肢を設

け，⾃分の気持ちに⼀番近い番号に⼀つだけ○をつけ

る⽅法で測定した．

３）「学習項⽬ごとへの意⾒および感想」として，学習項

⽬①から⑤の５項⽬を昇順にならべて表記し，2.5cm

×17.5cmの⾃由記載欄を設けた．

３．分析⽅法

１）分析対象

質問紙は，55名から回収された（回収率67.1％）．この

うちの55名すべてが有効な回答であり，これを分析対

象とした．

２）順位尺度をもちいた項⽬の分析

「学習⽬標についての理解の程度」と「体験学習の時間

および学習項⽬への満⾜度」については，順位尺度を

⽤いた分析を⾏った．得られた回答の度数と割合をそ

れぞれ記述した．

３）⾃由記載内容についての分析

「学習項⽬ごとへの意⾒および感想」における⾃由記

載については，書かれた⽂章を何回も読み返し，学⽣

の意図を崩さないように留意し抽出した．類似した内

容を整理して，それを分類した．

Ⅴ．結果

１．「学習⽬標についての理解の程度」と「体験学習の時

間および学習項⽬への満⾜度」の結果

「学習⽬標についての理解の程度」と「体験学習の時間

および学習項⽬への満⾜度」の結果については，表４お

よび表５に⼀覧を⺬した．「全体的にみて，⾼齢者への

援助について理解が深まりましたか」について，「かなり

理解できた」という意⾒は36.4％，「まあ理解できた」者

（61.8％）を含めると98.2％が理解できたと回答してい

た．特に学習項⽬③の学習⽬標である「看護⽬標と⾼齢

者の⽇々の状況によって，移動・移乗の援助⽅法が異な

ることを理解できましたか」については，「かなり理解で

きた」者（41.8％）が⾼率であり，「まあ理解できた」者

（56.4％）をあわせると98.2％の者が理解を⺬していた．

また，同じく学習項⽬③の学習⽬標である「⾼齢者の⾝

体的負担を軽減する援助⽅法が理解できましたか」につ

いては，「かなり理解できた」者（20.0％）と，「まあ理

解できた」者（61.8％）を合わせると理解できた者は

81.8％であった．

⼀⽅で，「⾼齢者の⾝体的負担を軽減する援助⽅法が

理解できましたか」について「あまり理解できなかった」
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表４ 学習⽬標についての理解の程度



と回答した者は18.2％，「⾼齢者のADL向上をめざす援

助⽅法が理解できましたか」について「あまり理解でき

なかった」と回答した者は16.4％であった．

体験時間については，「不満」と回答した者（7.3％）

と，「どちらかといえば不満」と回答した者（54.5％）を

合わせると61.8％が不満と回答した．学習項⽬について

は，「どちらかといえば不満」と回答した者は14.5％，「満

⾜」と回答した者（27.3％）と，「どちらかといえば満⾜」

と回答した者（52.7％）をあわせると80.0％が満⾜と回

答していた．

２．「学習項⽬ごとへの意⾒および感想」の結果

「学習項⽬ごとへの意⾒および感想」の結果については，

⾃由記載の内容を１）「体験学習の実施⽅法や設定に関

する意⾒・感想」と２）「体験した内容に直接関連する意

⾒・感想」の⼆つに⼤別した．意⾒の内容をコード化し

さらに分類した．学習項⽬ごとに意⾒の数を集計した結

果を表６に⺬した．⼤別した⼆つを⽐較した場合，２）

「体験した内容に直接関連する意⾒・感想」の⽅がどの

学習項⽬においても意⾒が多かった．

記載内容を詳細にみると，１）「体験学習の実施⽅法や

設定に関する意⾒・感想」については，時間や物品への

意⾒，体験学習の設定や指導⽅法への提案が記載されて
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表５ 体験学習の時間および学習項⽬への満⾜度

表６ 学習項⽬ごとの内容に対する意⾒および感想



いた．時間については，“時間が⾜りなく全部できなかっ

た”など，体験学習の時間不⾜が指摘されていた．授業

時間外に教員が指導に当たることを学⽣に説明していた

ことについては，“授業外の時間を利⽤するとよいが，そ

こまで熱⼼になれないので反省している”，“後から取り

組みたいが，他の授業の課題もありできない部分がある”

など，授業時間外のゆとりがないために体験ができな

かったという意⾒が書かれていた．物品については，“装

具の数が少ないので効率が悪かった”，“ベッド数を増や

して欲しい”など，物品数の不⾜が指摘されていた．体

験学習の設定や指導⽅法への提案には，学習項⽬①の⾼

齢者疑似体験では，“さらに重い錘をつけた学習がした

い”，“グループをさらに少⼈数にして欲しい”，“⾼齢者

の聴⼒を体験したい”などが書かれていた．

学習項⽬②の杖歩⾏疑似体験と杖歩⾏の援助では，“教

員が学⽣１⼈に説明していると他が質問しにくい”，“教

員が説明しながら⾒てくれるので分かりやすかった”，

“実際に外へ出ると新しい発⾒がありそうだ”などの意

⾒が書かれていた．

学習項⽬③の⾞椅⼦を利⽤して⾼齢者をベッドから移

動・移乗する援助については，“教員数を増やして欲しい”，

“プリントが⽂字だけでなくイラスト⼊りで演習中に気

がついたことをメモするなど有効活⽤できた”，“ベッド

不⾜で待つ間に復習できる演習があるとよい”などの意

⾒が書かれていた．

学習項⽬④のリハビリテーション期にある⾼齢者への

清拭については，“デモンストレーションではポイント

を⼀つ⼀つ説明されるのでよく分かった”，“オイルなど

を含めリラクゼーションしながら⾏う⼯夫も考えたい”，

“⿇痺装具をつけて演習するとよい”，“基礎などと同じ

でおもしろくなかった”，“基礎で⾏わなかった知識があ

り分かりやすかった”などの意⾒が書かれていた．

学習項⽬⑤の義⻭を使⽤している⾼齢者への援助につ

いては，“義⻭の装着をやってみたかった”，“汚れた義⻭

を磨く演習がしたい”，“⻭の模型などを⾒て説明を聞く

ことができたので理解がしやすかった”，“もっと実践的

な⼝腔ケアを聞きたい”などの意⾒が書かれていた．

次に，２）「体験した内容に直接関連する意⾒・感想」

について学習項⽬①では，“下肢装具では，⾃然に前傾姿

勢になり腰を落としてガニ股に⽴たないとバランスがと

りにくいことがわかり，⾼齢者がなぜあの姿勢になるの

か理解できた”，“前のめりで⽴っていても不安定な上に，

視⼒低下，筋⼒低下のために転倒の危険性が⾼いことが

体感できた”など加齢によって関節が変化し，⾼齢者の

姿勢が変化した設定の装具装着体験や，⾼齢者の視界の

体験を通して，⾼齢者の歩⾏には転倒のリスクが⾼いこ

とを実感したという意⾒が書かれていた．また，“⾼齢

者装具は，思っていた以上に動きにくく，⾼齢者の苦労

の気持ちが少しわかった”など，このような特徴を持ち

ながら⽣活する⾼齢者の⼼理へ考えを深めたという意⾒

や，“⾼齢者の歩⾏援助の時は，⾃分が体験してわかった

ことをいかそうと思った”など⾼齢者看護を⾏うときの

⾃⾝の⼼構えを述べた意⾒が書かれていた．さらに，“⾼

齢者が普段から，あのような感覚で⽣活していることを

思ってもみなかった”など体験を通してこれまでの⾃分

の理解が頭の中だけであったという⾃⼰反省や，⾃⾝の

祖⽗⺟の特徴を振り返り“私の祖⺟も布団から⽴ち上が

るのに⼤変だったのだと思った”と何気なく⾒過ごして

きた事柄を思い出すものや，“⾼齢者体験から，⾼齢者に

対する考え⽅や看護が変化していくと思う”といった⾃

⼰への気づきも書かれていた．

学習項⽬②では，“体に合わない杖は，歩きにくいだけ

でなく転倒の危険などがあることがわかった”，“思って

いた以上に杖歩⾏は⼤変だった”など，杖を使⽤するこ

とが便利なだけでなく，正しい使い⽅を⾏わないとか

えって危険であることや，杖を使⽤することが予想以上

に筋⼒を要することなど，杖歩⾏疑似体験からの学びや，

“健康な⾃分たちでも怖いので，⾼齢者にとっては転倒

の恐怖⼼があると思った”など，杖を使⽤する側の⾝体

的な負担から⾼齢者の⼼理的な影響を考える意⾒が書か

れていた．また，“最終的には，転倒を防ぐ⽴ち位置にい

ればよいということがわかった”といった⾼齢者看護へ

の気づきや，“杖は，少し体を⽀える程度のものだと思っ

ていました”など，⾃⼰への気づきが書かれていた．さ

らに，“公共の場のエスカレータやエレベータは必要で

あると思った”など社会への意⾒や，“杖について考えた

ことがこれまでなかったが，様々な種類とその⻑所・短

所があることを知った”など杖の種類とその使い分けを

知った感想が書かれていた．

学習内容③では，“対象が同じでも，その⽇，そのとき

の状況や体調によって介助の内容が変わることをあらた

めて感じさせられた”，“⾼齢者の⾝体的な特徴を把握し

た上で慎重な援助が必要であると思った”など，多様な

⽣活様式をもつ⾼齢者に対して，画⼀的な援助⽅法を提

供するのではなく，⾼齢者のその時々の状況に合わせ考

えながら援助⽅法の選択を⾏い，確実に実践する必要性
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について理解したという意⾒が書かれていた．しかし，

“頭で流れを理解していても，実際に⾏ってみるとてこ

ずってしまい，うまくいかないことが多かった”と必要

性については理解できたが，今回だけでは技術の習得に

ついて課題が残る意⾒もあった．また，被援助者である

⾼齢者役と援助者役の両⽅を体験したことから，“成⼈

を援助する場合よりも負担が⼤きいと思った”と介護を

する側の負担感について考えた意⾒や，“⾼齢者の役を

体験してみて部分介助を受けるのと，全介助を受けるの

では負担感が違っているとわかった”と介護を受けなく

てはならない側の影響について感想が書かれていた．

学習内容④では，“⾼齢者は⽪膚が薄く，保⽔⼒がない

ので⼊浴剤や，清拭後のローションなどの使⽤による⼯

夫をして乾燥を防ぐ援助をしたいと思った”，“成⼈と違

い，⾼齢者は⽪膚が弱いので，そこに配慮しながら⾏う

ことが⼤切”など，⾼齢者の⽪膚の特徴について理解が

深まったことが書かれていた．また，“オムツの種類に

ついていろいろなものを⾒ることができてよかった”と

⾼齢者に適したオムツの使⽤法や“オムツを嫌がる⼈が

いると⾔うことがわかった”など，オムツ着⽤者への援

助についての学びが書かれていた．他には，“様々な⼊

浴剤や⽯鹸を使⽤することができ，清拭にもいろいろな

⽅法があることを知った”など，⼊浴剤やローションな

ど⽪膚保護へ⼯夫を凝らすことへの学びや感想が書かれ

ていた．

学習内容⑤では，“加齢にともなう⼝腔の変化や⼝腔

ケアの意義や⽬的を理解できた”，“⻭の⽼化現象に合わ

せた⼝腔ケアも理解できた”など，⻭と加齢の理解，義

⻭の取り扱いや⼝腔ケアに関する学びが書かれていた．

“義⻭に触ったことがないので，新鮮であった”など，

義⻭そのものを初めて⼿にしたという意⾒や義⻭を触っ

たことへの喜びや感想も書かれていた．“⽼⼈の精神⾯

への配慮がいかに重要かということを深く考える内容で

いい学びになった”など，義⻭を使⽤することが⾼齢者

の⼼理へも影響を及ぼしていることなどを知り，⼼理⾯

への配慮についても学びが書かれていた．さらに，“義

⻭に関する知識を本⼈に指導することも⼤切であり，家

族にも知ってもらう必要があることがわかった”と義⻭

を使⽤する⾼齢者だけでなく，その家族への看護が必要

だという意⾒も書かれていた．“祖⽗⺟が義⻭を使⽤し

ているので⾒たことはあったが，じっくり観察すること

はなかったのでよかった”と⾃⼰の経験へリンクさせた

意⾒もあった．

Ⅵ．考察

１．体験学習を通した⾼齢者理解と学習効果

今回，我々は新しい学習項⽬の追加と多種の体験を組

み合わせた体験学習を⾏った。体験学習としての効果は，

先⾏研究と同様に学⽣がこれまでの講義や⾃⾝の経験の

中だけで理解していた⾼齢者像を，さらに深まった形で

理解したことであると考えられた．

まず，「学習⽬標についての理解の程度」の結果から，

今回の体験学習において，全体的な⾼齢者援助への理解

については，98.2％の学⽣が理解の深まりがあったと回

答していた．学⽣⾃⾝にとって学習⽬標が「理解できた」

と実感できる機会を提供したことは，⾼齢者看護への関

⼼を⾼める契機につながるとも考えられ，今後の学習意

欲の維持・向上が期待できる．各学習⽬標で⾒た場合に

おいても，すべての⽬標において８割以上の学⽣が理解

できたと回答しており，このことから体験による学習は

学⽣の実感として効果があったと考えられた．

次に，「学習項⽬ごとへの意⾒および感想」の結果から

は，体験学習の設定や指導⽅法について提案がいくつか

あげられていたが，それらは体験学習に対して意欲的で

あると読み取ることができる提案であった．

また，先⾏研究において体験学習の効果は，学⽣が⾼

齢者の⾝体の理解だけでなく，⼼理的側⾯に着⽬するこ

と
1)3)
，現時点での⾃⾝の⾼齢者像を⾃覚すること

1)
，⾼齢

者に対する⾃⼰のとらえ⽅について変化があること
3)
か

ら読み取られていた．「体験した内容に直接関連する意

⾒・感想」を⾒た場合，体験を通して，⾝体だけでなく

⼼理的な側⾯への気づきや，⾼齢者の姿勢や歩⾏，⽪膚

や義⻭など，これまで⾼齢者の⽣活に触れながらも注⽬

したことがなかったという⾃分⾃⾝の⾼齢者像を⾃覚し

ていた．さらに⾼齢者看護について⾔及した意⾒は，こ

れまでの⾼齢者像が今回の体験学習を通して変化し，⾃

分⾃⾝の看護のあり⽅を変えなくてはならないと考えた

結果であると考えられた．このような視点で⾒た場合，

今回の体験学習は学習効果があったと考えられた．

また，「援助者の介護負担感，被援助者の負担感を知る

ことができる」という学習⽬標については，先⾏研究と

同様
5)
，疑似体験中に感じた介護者としての疲労感があっ

たゆえに援助者と被援助者体験からの学びが書かれたと

考えられた．
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２．体験学習を通した⾼齢者理解への課題

今後の教育課題として，時間不⾜および物品不⾜が考

えられた．しかし，時間や物品については，容易に変更

できる状況にはない．我々は，事前にこの事態を予測し

充分な体験が⾏えなかった場合には，授業時間外に教員

が指導に当たることを学⽣に説明していたが，学⽣から

は，授業時間外のゆとりがないために体験できなかった

という意⾒があり，限られた時間内に充分な体験学習を

提供することが課題であると考えられた．そのためには

今回の体験学習計画をさらに効率性を⾼めるように⼯夫

する必要があると考える．この効率性を⾼める⼯夫の⼀

つとして，我々の計画の⼯夫に加え，学⽣の学習に対す

る能動性や積極性を⾼めることも考えられた．

また，今回の体験学習のうち「⾼齢者のADL向上をめ

ざす援助⽅法が理解できる」ことや「⾼齢者の⾝体的負

担を軽減する援助⽅法が理解できる」という，より実践

的で応⽤につながる看護の理解については，他の学習⽬

標と⽐べ「あまりで理解できなかった」と回答したもの

が多かった．これは，対象を２年後期の学⽣としたため，

学⽣の学習レディネスを考慮し，まずは学⽣が⾼齢者を

理解できることに焦点を当てた教育となった結果である

と考えられた．これについては，３年次の⽼年看護学⽅

法論で具体的な⾼齢者への看護援助を学習する段階の時

に，さらに実践的な学習を強化し，学⽣が応⽤できるよ

うな学習をめざしたい．さらに，４年次の⽼年看護学実

習における⾼齢者への看護実践を通して，実体験を通し

た理解が進むように学習効果を⾼めたい．

また，学⽣が⾃⼰への気づきを得るためには，体験学

習を実施した後で，体験の学びを学⽣同⼠で討論し学び

を共有することや，具体的に感想や評価を書く機会を提

供することで，学びの広がりや深まりがさらに得られる

のではないかと考えられた．

Ⅶ．おわりに

本報告では，今回⾏った体験学習の学習効果の検討と

今後の教育課題を述べた．体験学習は，⾼齢者の⾝体的

特徴に関連した動きの不⾃由さや危険性の⾼さを実感す

る機会となり，このことが⾼齢者の⼼理への理解にもつ

ながっていた．⾼齢者の⽴場になる体験を通して，学⽣

はそれまで持っていた⾃⼰の⾼齢者像を⾃覚し，その⾃

覚から援助者としての姿勢を問い直し，⾼齢者に必要な

看護の理解を深めていると考えられた．⾼齢者役と援助

者役の役割を交互に⾏う体験学習では，援助される側の

⼼理と援助する側の負担を同時に体験でき，⾼齢者の気

持と介護者の気持ちを考えるきっかけとなっていた．
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